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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公開番号】特開2014-101484(P2014-101484A)
【公開日】平成26年6月5日(2014.6.5)
【年通号数】公開・登録公報2014-029
【出願番号】特願2012-256382(P2012-256382)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/16     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   23/10     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   23/16     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   23/08     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月14日(2015.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロピレン系樹脂組成物（Ｐ）および結晶造核剤（Ｑ）を含有する射出成形用樹脂組成
物であって、プロピレン系樹脂組成物（Ｐ）が、
　（１）プロピレン系重合体（Ａ）５０～６０重量部と、
　（２）プロピレンから導かれる構成単位を８９～５０モル％の量で含有し、エチレンか
ら導かれる構成単位を１０～３０モル％の量で含有し、さらに炭素原子数４～２０のα-
オレフィンから導かれる構成単位を１～３０モル％の量で含む（ただし、エチレンから導
かれる構成単位と炭素数４～２０のα－オレフィンから導かれる構成単位との合計は１１
モル％～５０モル％であり、プロピレンから導かれる構成単位とエチレンから導かれる構
成単位と炭素数４～２０のα－オレフィンから導かれる構成単位との合計は１００モル％
である）プロピレン・エチレン・α-オレフィン共重合体（Ｂ） １～２５重量部と、
　（３）エチレンから導かれる構成単位を５０～９９モル％の量で含有し、炭素原子数３
～２０のα－オレフィンから導かれる構成単位を１～５０モル％の量で含有し（エチレン
とα－オレフィンの合計を１００モル％とする）、密度が８８０～９２０ｋｇ／ｍ3の範
囲にあるエチレン・α－オレフィン共重合体（Ｃ）２５～４５重量部、
を含む（ただし、（Ａ）と（Ｂ）と（Ｃ）の合計１００重量部とする）ことを特徴とする
射出成形用樹脂組成物。
【請求項２】
　プロピレン系重合体（Ａ）が、ＤＳＣにより測定したＴｍが１２０℃以上１７０℃以下
であるプロピレン系重合体であり、プロピレン・エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｂ
）が、プロピレンから導かれる構成単位を８９．０～６０．０モル％の量で含有し、エチ
レンから導かれる構成単位を１０．０～２５．０モル％の量で含有し、さらに炭素原子数
４～２０のα-オレフィンから導かれる構成単位を１．０～２５．０モル％の量で含む（
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ただし、エチレンから導かれる構成単位と炭素数４～２０のα－オレフィンから導かれる
構成単位との合計は１１モル％～４０モル％であり、プロピレンから導かれる構成単位と
エチレンから導かれる構成単位と炭素数４～２０のα－オレフィンから導かれる構成単位
との合計は１００モル％である）プロピレン・エチレン・α-オレフィン共重合体である
ことを特徴とする請求項１記載の射出成形用樹脂組成物。
【請求項３】
　前記エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｃ）が、
　エチレンから導かれる構成単位を５５～９９モル％の量で含有し、炭素原子数３～２０
のα－オレフィンから導かれる構成単位を１～４５モル％の量で含有（エチレンとα－オ
レフィンの合計を１００モル％とする）し、ＭＦＲ（ＡＳＴＭＤ１２３８、１９０℃、２
．１６ｋｇ荷重下）が０.１～１００ｇ／１０分である請求項１または２に記載の射出成
形用樹脂組成物。
【請求項４】
　前記プロピレン系重合体（Ａ）が、アイソタクティックプロピレン系重合体である請求
項１～３のいずれか1項に記載の射出成形用樹脂組成物。
【請求項５】
　前記プロピレン・エチレン・α-オレフィン共重合体（Ｂ）の、ＧＰＣ法により求めた
分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ、Ｍｗ：重量平均分子量、Ｍｎ：数平均分子量、いずれもポリス
チレン換算）が３．５以下であり、13Ｃ-ＮＭＲにより算出したアイソタクティックトラ
イアッド分率（ｍｍ）が８５％以上であることを特徴とする請求項１～４のいずれか1項
に記載の射出成形用樹脂組成物。
【請求項６】
　前記プロピレン・エチレン・α-オレフィン共重合体（Ｂ）のＤＳＣで測定した融点が
、１００℃以下であるか又は融点が観測されないことを特徴とする請求項１～５のいずれ
か1項に記載の射出成形用樹脂組成物。
【請求項７】
　プロピレン系樹脂組成物（Ｐ）１００重量部に対し、結晶造核剤（Ｑ）が０．０１～２
重量部含有されていることを特徴とする請求項１～６のいずれか1項に記載の射出成形用
樹脂組成物。
【請求項８】
　ＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８に準拠し、２３０℃、２．１６Ｋｇ荷重下で測定したメルトフ
ローレートが１～１００（ｇ／１０分）であることを特徴とする請求項１～７のいずれか
1項に記載の射出成形用樹脂組成物。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか1項に記載の射出成形用樹脂組成物を用いることを特徴とする射
出成形体。
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